
拝

啓

 

  
時

下

益

々

御

清

祥

之

段

、
慶

賀

至

極

に

存

じ

ま

す

。 

 

本

年

、

二

月

二

四

日

の

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

対

す

る

特

別

軍

事

作

戦

が

開

始

さ

れ

て

以

降

、

日

本

政

府

は

中

立

と

い

う

選

択

を

捨

て

去

り

、

一

方

的

に

ロ

シ

ア

の

行

為

を

〃

侵

略

〃

と

決

め

つ

け

、

ア

メ

リ

カ

お

よ

び

Ｅ

Ｕ

諸

国

に

即

応

し

て

、

ロ

シ

ア

に

対

し

て

米

欧

に

準

じ

た

厳

し

い

経

済

制

裁

等

を

即

決

し

た

上

、

自

衛

隊

機

を

用

い

て

防

衛

装

備

品

を

紛

争

当

事

国

に

提

供

し

ま

し

た

。

 

 

一

方

的

な

経

済

制

裁

等

は

勿

論

の

事

、

ま

し

て

や

自

衛

隊

機

を

用

い

て

防

衛

装

備

品

を

紛

争

当

事

国

へ

供

与

す

る

な

ど

の

日

本

の

行

為

は

、

ロ

シ

ア

に

対

し

て

交

戦

権

を

独

断

で

行

使

し

た

事

に

な

り

、

日

本

政

府

は

、

明

ら

か

に

占

領

憲

法

違

反

で

す

。
「

護

憲

派

」

を

叫

ぶ

勢

力

や

人

々

で

さ

え

、

ヒ

ス

テ

リ

ッ

ク

に

ウ

ク

ラ

イ

ナ

支

持

を

叫

び

続

け

て

い

ま

す

。

 

昭

和

三

十

一

年

十

二

月

十

二

日

に

締

結

さ

れ

た

日

ソ

共

同

宣

言

の

発

効

と

共

に

、

ソ

連

（

そ

の

後

ロ

シ

ア

）

と

の

友

好

善

隣

関

係

を

今

日

に

至

る

ま

で

継

続

し

て

き

ま

し

た

。

 

 

と

こ

ろ

が

、

今

回

の

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

に

対

す

る

特

別

軍

事

作

戦

に

お

い

て

、

ロ

シ

ア

に

対

し

て

直

接

的

に

事

情

聴

取

を

す

る

こ

と

な

く

、

善

隣

関

係

を

即

時

に

破

壊

す

る

措

置

を

直

ち

に

と

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

緊

急

性

、

必

要

性

が

日

本

政

府

の

立

場

か

ら

し

て

、

ど

こ

に

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

？

 

 

日

本

は

Ｇ

七

の

国

々

の

中

で

、

極

東

に

お

い

て

ロ

シ

ア

と

国

境

を

接

し

た

ア

ジ

ア

の

国

で

あ

り

、

Ｎ

Ａ

Ｔ

Ｏ

に

も

Ｅ

Ｕ

に

も

加

盟

し

て

い

な

い

上

、

国

際

紛

争

を

敵

対

行

為

に

よ

り

解

決

を

し

な

い

こ

と

を

こ

く

是

と

し

て

占

領

憲

法

で

謳

っ

て

い

る

国

で

す

。

本

来

な

ら

ば

、

日

本

は

ロ

シ

ア

と

ウ

ク

ラ

イ

ナ

と

の

間

に

入

っ

て

、

何

か

し

ら

和

平

へ

の

努

力

や

提

言

を

す

る

立

場

が

十

分

に

あ

る

国

で

す

。

 

 

そ

れ

に

も

関

わ

ら

ず

、

対

米

追

従

に

よ

る

対

露

敵

視

政

策

は

日

本

の

国

益

を

損

な

う

の

み

な

ら

ず

、

国

防

の

危

機

も

招

来

し

て

い

ま

す

。

 



 

そ

こ

で

我

々

は

、

今

日

の

日

本

政

府

に

よ

る

外

交

に

対

し

て

、

異

議

を

唱

え

る

べ

く

「

日

本

外

交

の

中

立

を

要

求

す

る

国

民

大

会

―

日

本

を

滅

ぼ

す

対

米

追

従

外

交

と

ウ

ク

ラ

イ

ナ

問

題

」

と

い

う

国

民

集

会

を

開

催

し

ま

す

。

是

非

と

も

ご

参

集

給

わ

り

度

く

ぞ

ん

じ

ま

す

。

 

 
 

 

令

和

四

年

四

月

二

十

日

 

 

敬

具

 

 

中

立

外

交

を

求

め

る

国

民

集

会

準

備

委

員

会

 

 
 

 
 

 
 

発

起

人

代

表

 

田

 

中

 

健

 

之

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
記

 

 

「

日

本

外

交

の

中

立

を

要

求

す

る

国

民

大

会

―

日

本

を

滅

ぼ

す

対

米

追

従

外

交

と

ウ

ク

ラ

イ

ナ

問

題

」

 

  

主

催

 

ア

ジ

ア

新

聞

社

 

 

後

援

 

黒

龍

會

 

 
 

 
 

國

體

護

持

塾

 

 
 

 
 

そ

の

他

 

 

日

時

 

令

和

四

年

五

月

八

日

(

日

)

午

後

二

時

～
 

 

場

所

 

東

京

都

江

東

区

住

吉

二

丁

目

二

八

−

三

六

 

 
 

 

江

東

公

会

堂

（

テ

ィ

ア

ラ

こ

う

と

う

）

 

 

第

一

部

 

国

民

大

会

 

  
 

ス

ピ

ー

チ

 

  
 

元

防

衛

大

臣

久

間

章

生

氏

 

 
 

弁

護

士

 

南

出

喜

久

治

氏

 

 
 

元

葛

飾

区

議

鈴

木

信

行

氏

 

 
 

荒

川

区

議

町

田

高

 

 
 

黒

龍

會

 

田

中

健

之

 

 
 

ロ

シ

ア

代

表

 

 
 

ウ

ク

ラ

イ

ナ

代

表

 

 
 

ド

ン

バ

ス

代

表

 

 



 
決

議

書

 

 

第

二

部
 

ド

ン

バ

ス

問

題

を

考

え

る

 

 
 

 

オ

リ

バ

ー

・

ス

ト

ー

ン

監

督

作

品

 

『

ウ

ク

ラ

イ

ナ

・

オ

ン

・

フ

ァ

イ

ヤ

ー

』

上

映

 

 

ド

ン

バ

ス

に

つ

い

て

の

意

見

交

換

会

 

以

上

 

  

 


